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公 安委員会

説明資料No. 五

平成29年9月7日

人 事課

1開催日時

平成29年9月5日（火）午前9時から午後6時50分まで

2開催場所

日本武道館

3大会結果(優勝選手）

(1)柔道出場者(全体250名:男子178名､女子72名)

(2)剣道出場者（全体223名：男子123名、女子100名）

4今後の大会予定

(1)10月16日（月）全国警察剣道大会（団体戦）

(2)10月17日（火）全国警察柔道大会（団体戦）

(3)11月17日（金）全国警察逮捕術大会及び全国警察拳銃射撃競技大会

区分 所属 階級 氏名 年齢 備考

男
子

100k9超級

100kg級

90kg級

81kg級

73kg級

66kg級

60kg級

兵庫県警察

兵庫県警察

警視庁

福岡県警察

宮崎県警察

警視庁

福岡県警察

巡査部長

巡査

巡査長

巡査

巡査長

巡査

巡査長

出場6回目･初優勝

出場3回目･優勝2回

出場2回目･初優勝

出場2回目・2連覇

出場4回目･優勝2回

出場2回目･初優勝

出場3回目･初優勝

女
子

63kg超級

63kg級

52k9級

大阪府警察

兵庫県警察

兵庫県警察

巡査長

巡査

巡査部長

出場6回目･優勝4回

出場2回目・2連覇

出場5回目・3連覇

区分 所属 階級 氏名 年齢 備考

男子

女子

北海道警察

大阪府警察

巡査長

巡査長

●÷'一申ｬ
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出場3回目･初優勝

出場9回目･優勝5回



公安委員会

説明資料No.2
平成29年上半期におけるサイバー

空間をめぐる脅威の情勢等について

平成29年9月7日

参事官（サイバー）



り

6万9,977件（前年同期比十3,238件）で、相談件数は過去最多。

(2)インターネットバンキングに係る不正送金事犯

○発生件数は214件（前年同期比-645件)、被害額約5億6,400万円（前

年同期比－3億3,300万円）で、件数、被害額ともに減少。

○特徴としては、個人口座の被害額が大幅に減少した一方で、電子決

済サービスを使用して仮想通貨取引所に対して送金を行う新たな手口

が発生したことなどが挙げられる。

(3)仮想通貨アカウントへの不正アクセスによる不正送金事犯

認知件数は23件、被害額約5,920万円相当で、本年5月以降に認知件数

が急増

(4)取組

○国際的な取組「オペレーションアバランチ」に係る流出ID等対策

及び感染端末対策

○官民連携によるウイルス感染を目的としたウェブサイト改ざんの対

策

○自動送金機能を有するインターネットバンキングウイルス「DreamBot」

に係る対策

○電子決済運営管理団体、仮想通貨取引所等に対して、モニタリング

の強化、ワンタイムパスワードの利用促進、本人確認の徹底等を要請

3今後の取組

「警察におけるサイバーセキュリティ戦略」（平成27年9月4日付け：警

察庁丙総発第61号ほか）等を踏まえ、各種取組を推進する。

○サイバー空間における情報収集・分析の推進

○官民連携の推進

・JC3との連携

一サイバー空間の安全の確保に向けた‘情報の共有

一連携した情報の発信による被害拡大防止対策

・重要インフラ事業者、先端技術を有する事業者、その他の事業者等

との連携

○サイバー人材の育成

・専門的捜査員の育成(csセンター等における教育・訓練の拡充等）

・情報技術の解析に係る高度専門人材の育成

○国際連携

・外国捜査機関との連携

○2020年東京オリンピック・パラリンピック競技大会に向けたサイバー

セキュリティ対策の推進（関係機関等との情報共有、共同対処訓練の実
施等）
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公安委員会 謄帯血による再生医療等安全性確保法
●

違反事件の検挙について

平成29年9月7日

生活経済対策管理官説明資料No.3

愛媛、高知、茨城及び京都の各府県警察による合同捜査本部は、他人の勝

帯血を使用した再生医療を無届で行っていたとして、本年8月27日、再生医

療等の安全性の確保等に関する法律（以下「再生医療等安全性確保法」とい
シ

フ◎ ）違反により、被疑者6名を逮捕した。

1被疑者

茨城県つくば市会社役員52歳 ほか5名

2事案の概要

他人の鵬帯血を用いた再生医療等を提供するに当たっては、再生医療等

安全性確保法の規定に基づき、あらかじめ、第一種再生医療等提供計画を

厚生労働大臣に提出しなければならないのに、被疑者らは共謀の上、同計

画を提出せずに、平成28年7月頃から本年4月頃にかけて、10回にわた

り、東京都渋谷区内ほか2か所の医療施設において、7名に対し、膳帯血

を用いた再生医療等を提供したもの。

3再生医療等安全性確保法の概要

再生医療等の迅速かつ安全な提供等を図るため、再生医療等提供計画の

厚生労働大臣への提出等、再生医療等を提供しようとする者が講ずべき措

置等を定めたもの。平成26年11月25日施行（本事案に係る規定を含め一部

規定については1年間の経過措置あり） ◎

4罪名・罰条

再生医療等安全‘性確保法違反（再生医療等提供計画の未提出）

同法第4条第1項、第60条第1号（1年以下の懲役又は100万円以下の罰金）

刑法第60条（共同正犯）

5厚生労働省の対応

厚生労働省においては、関係医療機関に対する再生医療等安全性確保法

に基づく立入検査を実施するとともに、それら医療機関に対して同法に基

づく再生医療等の提供の一時停止を命ずる緊急命令を行っている。

ノ



、

戸一

公 安委員会

説明資料No.4

1事案の概要

大量覚醒剤の押収及び

暴力団員等の検挙について

平成29年9月7日

薬物銃器対策課

茨城県警察等合同捜査本部は、本年8月24日までに、住吉会傘下組織幹

部ら5名を覚せい剤取締法違反の容疑で逮捕した。

2逮捕被疑者等

(1)住吉会傘下組織幹部（60歳）営利目的所持

(2)住吉会傘下組織幹部（48歳）営利目的所持

上記2名のほか、3名

3主な押収物

覚醒剤約480k9

※1kgに小分けされた覚醒剤480袋を押収。

※一度に押収された覚醒剤の量としては、過去4番目に多いもの。

4参考

(1)茨城県警察、警視庁、神奈川県警察、千葉県警察、東京税関、横浜税

関、海上保安庁国際組織犯罪対策基地、第三管区海上保安本部、関東信

越厚生局麻薬取締部による合同捜査本部。

(2)過去の大量覚醒剤押収事案

検挙年月日 押収量（順位） 概要

H29.5.3 350.9kg(4) 海上コンテナを用いて輸入

H28.5.17 597.0kg(1) 洋上取引を行ったヨットが沖縄県に入港

Hll.10.3 564.6kg(2) 北朝鮮来覚醒剤を鹿児島県にて陸揚げ

H10.8.26 312.0kg(5) 海上コンテナを用いて輸入

H8.7.16 528.0kg(3) 海上コンテナを用いて輸入



公安委員会

説明資料No.5

みば

茨城県稲敷郡美浦村における

殺人等事件の検挙について

平成29年9月7日

捜査第

9
℃

せいめい

一 課

茨城県警察は、平成16年1月31日、茨城県稲敷郡内の清明川河口付近にお

いて女性の遺体が発見された事件で、本年9月2日、被疑者を殺人・強姦致

死罪で通常逮捕した。

1被疑者

国籍フィリピン共和国

住居岐阜県瑞穂市

工
宮

貝 35歳男

2被害者

住居茨城県稲敷郡

大学生A女当時21歳

3逮捕事実の概要

被疑者は、平成16年1月31日午前0時ころから午前6時30分ころまで

の間 、
みほ

茨城県稲敷郡美浦村又はその周辺において、被害者に性的暴行を

加え、頚部を圧迫して殺害したもの。

4捜査の経過

○平成16年1月31日、被害者の遺体が発見されたことから、殺人・死体

遺棄事件として捜査本部を設置。

○所要の捜査の結果、被疑者を特定し、平成29年9月2日、殺人・強姦

致死罪で通常逮捕。

○逮捕した被疑者のほか､出国した共犯者2名が判明していることから、

同人らを国際手配。


